
　　住み継がれていく思い出のある家タイトル

　冬、床下からの冷気がとても寒くて眠れませんでした。住みづ
らい家から別の土地に移ることも考えたのですが、祖父が建てた
この家で暮らしていきたいと思い、リフォームをすることにしまし
た。家族で解体をした時に屋根組みに曲がった大きな丸太が出
てきて、この土地の歴史を感じました。あまりにも立派な丸太の

講評

　６０年前におじいちゃんが建てた家をそ
の思い出と共に大切に住み継いでいくこ
とで、文字通り「住まいの長寿命化によ
る環境への貢献」という理念を体現化し
ている作品だと感じる。更に、「住まい手
自らが施工に参加することで、維持管理
への意識を醸成」している点や「風の通
り道を計算した開口設計」「屋敷林を設
けることで将来の快適さを創出する」な
どのソフト面における環境要素も工夫さ
れている点を高く評価した。
（審査委員：宮沢 俊哉）

データ

所 在 地▪杉戸町
構造・階数▪木造・2階
敷地面積▪616.73㎡
延床面積▪	215.37㎡
建築面積▪165.09㎡
完成年月▪平成21年11月
総工事費▪約1,850万円（リフォーム）
居住者構成▪15歳未満：3人
	 15歳以上65歳未満：2人
	 65歳以上：2人
設 計 者▪オーガニック・スタジオ株式会社

代表取締役　三牧 省吾
施 工 者▪オーガニック・スタジオ株式会社

城本 恵利子

ため、梁を見せることにしました。１階から屋根裏まで空気が流
れるようシーリングファンで空気を循環させ、天窓から熱気を出
し、夏涼しく、冬暖かい家になりました。昨年の冬は薪ストーブ
が大活躍。薪ストーブの前はみんながくつろぐ場所になりました。
祖父が建てた大切な家をリフォームすることにしてよかったです。

特別賞

住まい手から一言

9


